丸亀市文化協会会則

(名称及び事務所)

第1条   本会は丸亀市文化協会（以下「協会」という。）と称し、事務所を丸亀市産業文
  　　　化部文化課内に置く。

  ２  　事務所に事務局職員1名を置く。

（組織）

第2条   協会は、丸亀市内における文化団体でこの協会の主旨に賛同したものを

もって組織する。ただし、入会に際しては理事会の承認を得なければならない。

（目的）

第3条   この協会は、健全な郷土文化の創造発展と水準の向上推進に努め、

  　　　合わせて会員相互の親睦を図ることを目的とする。

（事業）

第４条  協会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

1 郷土文化の開発、調査、研究、継承に関すること。

2 文化的施設の拡充、整備に関すること。

3 文化関係事業の企画、開催に関すること。

4 会報、機関紙、研究記録などの印刷刊行に関すること。

5 その他協会の目的達成に必要なこと。
   (役員)
第５条 協会に次の役員を置く。

（1） 会  長  １名   
（2） 副会長  若干名   
（3） 書  記  若干名   
（4） 会  計  若干名
  (役員の職務)

第６条　役員の職務は次のとおりとする。

（1） 会長は協会を代表し、会務を統括する。

（2） 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはこれを代行する。

（3） 書記は協会の運営上必要な事務を行う。

（4） 会計は協会の経理を掌理する。

    (役員の選任)

第７条  役員は理事の互選により選出し、総会の承認を得る。

    （理事）

第８条  協会には理事若干名を置く。

  ２　理事は加入団体の代表者で組織された各部門より選出された者とし、総会で承認を得る。

  ３　理事は必要に応じてその議事内容を速やかに会員に報告するものとする。

  （参事）

第９条  協会に参事を置く。

  ２  参事は丸亀市産業文化部文化課長の職にあるものをもってこれにあてる。

  ３  参事は協会の行う事業の企画、運営につき協力及び助言をすることができるものとし、協会の事務について会長よりあらかじめ指示された事項につき代決を行うものとする。

   (監事)

第10条　協会に監事２名を置く。

  ２  監事は総会において選出し、経理を監査する。

   (顧問)

第11条  協会には、総会の承認を得て顧問を置くことができる。

  (任期)

第12条  協会の役員、理事、監事の任期はすべて２年とする。ただし、再選を妨げない
２　補欠のため選任せられた者の任期は前任者の残任期間とする。

    (実行委員会)

第13条  協会は事業の執行に当り、理事会が必要と認めたときは実行委員会を設置することができる。

  ２  実行委員会は会員より選任し、業務が終われば解散するものとする。

   (総会)

第14条  協会の総会は、毎年1回会長が招集する。ただし、会長及び理事会が必要と
認めたとき又は会員の3分の１以上の要求があったときは、臨時総会を開かなければ
ならない。

  ２  総会は協会の最高議決機関で、加入団体から選出された代議員をもって構成する。

３　総会は構成員の過半数の出席をもって成立し、次の事項を審議する。

①　予算及び決算の審議、承認に関すること。

②　協会の事業に関すること。

③　会則の改廃に関すること。

④　役員の承認に関すること。
⑤　その他、必要な事項。

   (議決)

第15条  協会の議決はすべての出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が
決する。ただし、会則の改廃については出席者の３分の２以上の同意を得なければならない。

  (会計)

第16条  協会の経費は会費、入会金、寄付金及び補助金その他をもってこれに充てる。

２  協会の会費及び入会金は次のとおりとする。
1 年会費   １０，０００円（一団体につき）
2 入会金　   ５，０００円（一団体につき）
   (会計年度)

第17条  協会の会計年度は、毎年4月１日に始まり、翌年3月３１日に終わる。

   (細則への委任)

第18条  協会に必要な細則は、別にこれを定める。

   ２  協会の細則は理事会において定め、総会の承認を得るものとする。

     附   則
　（施行期日）

１  この会則は、平成18年4月１日から施行する。

２　この会則は、平成19年４月11日から施行する。

３　この会則は、平成23年４月18日から施行する。
４　この会則は、平成30年４月1日から施行する。
５　この会則は、平成31年４月18日から施行する。
丸亀市文化協会施行細則
   (主旨)

第1条  この細則は、丸亀市文化協会（以下『協会』という。）会則第18条の規定に基づ
　　き必要な事項を定めて、この会の円滑な運営を期することを目的とする。

  (性格)

第２条  協会は地域文化の向上発展を図ることを目的とし、不偏不党政治活動、特定の
宗教には一切関与しないとともに、また進んで営利を目的とする事業は行わない。

   (会員)
第３条  会員は、すべて協会の主旨を体し、協力提携して目的達成に努力しなければならない。会員にして協会の主旨に著しく背反する作為のある場合には理事会の決するところにより除名することがある。

  ２  会員はすべて会則第１６条第２項に定める会費を毎年５月末日までに納入しなければならない。

  ３  会員は、協会を組織する何れかの部に属するものとする。

  ４  加入団体はそれぞれ代表者、所在及び所属者数を明確にしておかなければならない。

  （入会及び退会）

第4条 協会に入会しようとする者は所定の申込み様式による手続きを経なければならない。

  ２  入会は会則第２条に基づき、丸亀市内で組織する団体とする。

  ３　協会を退会しようとする者は所定の退会届を提出しなければならない。
  ４  会員が退会した場合は納入した会費は返還しない。

    (組織)

第５条　協会は、展示部門と舞台部門に分かれ、別表に定めた部門別に結成された各文化団体をもって組織する。

  ２  各部門に部会長を置き、部会長が、部会員の中から理事若干名を選出する。

    （理事会）

第６条　理事会運営に必要な事項は、理事会において適宜に決める。

  ２  理事会は役員及び各部ごとに選出された理事をもって構成し、重要事項を審議し、業務の執行に当たる。

  ３  理事会は構成員の過半数の出席をもって成立する。

  ４  理事会は会長が招集し、会議の議長は会長がこれにあたる。

  　（実行委員会）

第７条　実行委員会には、委員の互選により委員長及び副委員長を置き委員長がこれを招集する。

  ２  実行委員会は、その事業の実施にあたっては会員とともに一切の権限と 責任をもつものとする。

   (役員等選考委員会)

第８条  総会において役員等を選出するためあらかじめ役員等選考委員会を設置することができる。

  ２  選考委員は、理事をもってあてる。

   (総会)

第９条  総会は毎年４月中に開くことを原則とする。

  ２  総会の代議員は各加入団体１名とする。

  ３  総会の議長は会長がこれにあたる。
   (賃金等)

第10条  事務局職員の賃金その他の取扱いは、丸亀市非常勤職員の例による。
　　　勤務時間は、午前９時～午後５時15分まで（内休憩時間60分）とする。

 （委任）

第11条  この細則は理事会において定め、総会の承認を得るものとする。

第12条　この細則に定めるもののほか、緊急やむを得ない事項については会長がこれを
処理し、理事会の承認を得るものとする。

附       　　　　　則

この細則は、平成18年4月１日から施行する。

この細則は、平成20年４月１日から施行する。

